
長野県での２４時間重度訪問介護の事例 

 

長野県信濃町に住む ALS 患者の小林さんは２０１６年に重度訪問介護の利用を町に相談し、翌年申請書を出し

ましたが、町が１年以上支給決定しませんでした。全国団体の支援で弁護団が作られ、２０１８年に２４時間の

重度訪問介護の決定が出ました。詳細を次ページから紹介します。 

 

２０２１年現在、小林さんは長野市で暮らしており、小林さんの在宅事例が医療福祉関係者にも浸透し、ALSで

２４時間重度訪問介護を使う人が数人に増えています。長野県内では筋ジス、ＳＭＡ、ＡＬＳなどの障害を持つ

方々が、５市町村で２４時間以上の重度訪問介護を利用者しています。 

 

 

 

２０１８年 新人ヘルパーが文字盤で意思疎通 信濃町の１人暮らしスター

トした貸家にて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２０年長野市の貸家にて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

追加情報リンク 

長野県信濃町での重度訪問介護の裁判事例の報告 (kaigoseido.net) 

 

http://www.kaigoseido.net/topics/18/nagano_k.htm





















